
校長講話①「体育大会に向けて ーいまここがすべての始まりー」 

令和８年５月１９日 

 

皆さん、こんにちは。いよいよ体育大会に向けた練習が本格的に始まりました。 

昨年度から本校の体育大会は、紫と橙という、ブロックカラーとしては珍しい色に

よる 2 ブロック制にしました。そして今年の体育大会は紫ブロックのモチーフを紫色

の龍「紫龍（しりゅう）」、橙ブロックは橙色の虎「橙虎（とうこ）」とし、旗、いわゆ

るブロック旗を作りました。今週末に納品されることになっています。そして実は昨

年、私は、この体育大会に向けて、皆さんへのエールと期待を込めて歌を作っていま

した。今日はその話をします。その歌の冒頭部分をまず聞いてください。 

 

「燃ゆる瞳に刻まれた約束 誰より遠く夢を追い越せ 風を裂いて挑むこの道 希

望の鼓動が未来を照らす」 

 

体育大会は、ただ走るだけの日ではありません。勝ち負けを決める日でもありませ

ん。一人一人の中にある思いを、仲間とともに形にしていく日です。走ることが得意

な人がいます。大きな声を出して仲間を引っ張ることが得意な人もいます。その一方

で、走ることが苦手な人もいます。人前で踊ったり声を出したりすることに恥ずかし

さを感じる人もいるでしょう。体育大会そのものに、まだ気持ちが向いていない人も

いるかもしれません。しかし、苦手でも、恥ずかしくても、自信がなくても、それで

も仲間とともに小さな一歩を踏み出そうとする、その一歩にこそ体育大会の本当の価

値があります。 

「燃ゆる瞳」とは、身体能力の高い人だけではなく、苦手なことに向き合い、それ

から逃げようとせずに前を向こうとする人の瞳です。得意な人が力を発揮する姿は素

晴らしいことですが、苦手な人が仲間のために頑張ろうとする姿も、同じくらい素晴

らしいことです。また「風を裂いて挑むこの道」とは、皆さん一人一人が自分なりに

挑む道であり、「希望の鼓動」も、皆さん一人ひとりの中にある鼓動です。 

 

歌詞の中に、こういう言葉も入れました。 

「倒れた跡に芽吹くものがある 痛みも涙も栄光の種 迷いの影をひとつずつ越え 

誇りの風が背を押してゆく」 

 



これは、勝った人に向けた言葉ではなく、うまくいかなかった人、勝てなかった

人、悔しい思いをした人に向けた言葉です。速く走れない、列がそろわない、動きが

そろわない、ということもあるでしょう。だから意見や気持ちがぶつかることもある

かもしれません。けれども、それらをひとつずつ乗り越えていくことに意味がありま

す。最初から全てうまくいくことなどめったにありません。何度も練習し、何度もや

り直し、そして全員が少しずつ同じ方向を向いていく。その過程に、体育大会の意味

があります。 

 

紫ブロックについて、こう書きました。 

「紫龍の昇天 蒼穹の空 静かな闘志を 爆ぜさせる」 

 

静かな闘志。これはとても大切な言葉です。大きな声を出す人だけが本気なのでは

ありません。目立つ人だけが頑張っているのでもありません。静かに準備する人、黙

って列を整える人、周りを見て動く人、仲間を支える人。その中にも、熱い闘志があ

ります。 

 

橙ブロックについては、こう書きました。 

「橙虎の咆哮 烈火の如く 声をひとつに 空を揺らす」 

 

声をひとつにする。これは簡単なことではありません。人は一人一人違います。性

格も違う。得意なことも違う。体力も違う。考え方も違う。だから一丸となるのは簡

単なことではありません。しかし、声をそろえたり、動きをそろえたりすることでチ

ームは一丸となっていきます。同じブロックの旗を見上げ、同じ色のＴシャツを身につ

けることで団結力を高めます。同じことをすること、それは個性を消しさることでも

放棄することではありません。元々違う人間同士が、同じ方向を向き、大きな力を発

揮するためです。 

 

歌詞の後半に、こういう言葉があります。 

「受け継ぐ夢が絆に変わる 今日の一歩が明日を拓く」 

 

体育大会は、その日だけで終わるものではありません。練習で出した大声、仲間と

合わせる行進、少しだけ恥ずかしさを乗り越えて誰かのために頑張った行動、そうし

た一つ一つが明日の自分を作っていきます。仲間との絆を作っていきます。人間は、ふ



だんは「自分は自分、他人は他人」と感じています。けれども、同じ目標に向かって

動き、同じ仲間を応援し、同じ結果を喜び、同じ悔しさを感じるとき、自分と他人の

壁が消え、「私」ではなく「私たち」になる瞬間です。体育大会には、その瞬間があり

ます。 

 

そして最後に、こういう言葉を入れました。 

「限界なんて全て幻 いまここがすべての始まり」 

 

もちろん、人には限界があります。できることと、できないことがあります。けれ

ども、最初から「無理だ」と決めた瞬間、本当は届くかもしれない場所にも届かなく

なります。たとえ、あなたの過去がだめだったとしても、今はそれは関係ありませ

ん。今、ここ、が全てです。はじまりです。体育大会では、自分自身を小さく見積も

らないで自分なりに頑張ってください。仲間とともに全力を出してください。  

紫ブロックは紫龍が蒼穹の空に昇天するが如く、橙ブロックは橙虎が烈火の中で咆

哮するが如く、全力でぶつかってください。 

 

そして最後の歌詞は、こうです。 

「紫龍と橙虎 重なる鼓動 歴史を超えて空を貫く 門司大翔館 光を降り注げ」 

 

紫龍と橙虎は競い合います。勝ち負けもあります。けれども、その二つが全力でぶ

つかるからこそ、体育大会は輝きます。紫龍も、橙虎も、どちらも門司大翔館の生徒

です。競い合いながら、最後は一つの体育大会を作る仲間です。 

 

私が体育大会で皆さんに望むことはただ一つです。この体育大会を全力で自分たち

の力で最後まで作り上げてください。得意なことを生かす人も、苦手なことに向き合

う人も、その一つ一つが体育大会を支える力になります。仲間をよく見て自分なりの

全力を出してください。 

 

紫龍の昇天。橙虎の咆哮。皆さんが、どのような光をこの体育大会に降り注いでく

れるのか。その姿を私は楽しみにしています。 

 


